
①　第1616号　（毎月20日発行） 平成29年4月20日

※会員サービス課は会員サービス並びに工業課、
　商工観光課は商業観光課に名称が変わりました。

■第131回通常議員総会を開催
　・平成29年度主要事業のポイントと予算
■日本商工会議所の動き/商工会議所の動き（3月）
■建設業部会視察研修報告
■相談所だより
　経営安定特別相談室/記帳指導
　自治・振興金融、マル経制度のご案内
■健康経営応援します
　さくら共済リニューアル/特定退職金共済制度
■リレー随想（その202）
■会員探訪
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■会議所インフォメーション
　貸会場案内/役員議員紹介「素顔」
■常陸ノ国グルメフェスを開催/
　国・県・市等からのお知らせ
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No.1616

2017

かいぎしょNEWS新年号企画で当所役員・議員の選んだ市内のお勧めの場所（その⑫）
かみね公園（15万平方メートルの丘に動物園やレジャーランド、𠮷田正音楽記念館などがある総合施設。園内には

約1,000本の桜が咲き誇ります。写真はレジャーランドと𠮷田正音楽記念館）

日立商工会議所をご利用ください

平成29年度スローガン

会員増強運動実施中!!会員増強運動実施中!!会員増強運動実施中!!

変化への挑戦が未来を拓く

鈴木昇



③　第1616号　（毎月20日発行） 平成29年4月20日 第1616号　（毎月20日発行） 平成29年4月20日　②

647,200千円647,200千円647,200千円

平成29年度収支予算総括表 平成29年度収入総予算額 平成29年度支出総予算額

一般会計
199,000
31%

会費
73,700
11%

負担金
4,200
1%

事業収入
89,800
14%

中小企業
相談所
特別会計
82,700
13%法定台帳関係費

特別会計
5,500 1%

特定退職金共済
特別会計
360,000
55%

共済掛金・
給付金受入
351,000
54%

交付金
66,700
10%

雑収入
1,000
0%

繰入金
18,000
3%会館改修

積立金取崩
19,000
3%

繰越金
23,800
4%

事業費
46,330
7%

その他
1,920
0%

給与費・
福利厚生費
140,400
22%

旅費・
事務
渉外費
37,450
6%

公課分担金
9,800
2%

繰入金
33,000
5%

共済事業給付金
351,000
54%

会館管理・
情報運営費
27,300
4%

※単位：千円 ※単位：千円 ※単位：千円

《主な取組み》

◆商　業　部　会：地域イベント支援、若手経営者等育成支援事業の推進

◆工　業　部　会：関係機関との情報交流促進、若手人材の育成・確保支援

◆建 設 業 部 会：経営強化支援（セミナー、視察研修等）の実施、人材育成支援

◆金融財務業部会：地域企業への情報提供、部会員の情報交換・交流事業の推進

◆観光環衛業部会：賑わい創出事業の研究、関連機関との連携強化

◆交通運輸業部会：業界イメージアップの研究、インターンシップ事業の拡充

◆文化産業部会：部会員情報提供、交流事業（生活セミナー、視察研修）の充実

◇運 営 委 員 会：組織財政基盤強化に関する研究

◇会員サービス委員会：会員親睦と福利厚生向上支援、各種検定事業の推進

◇産業振興対策委員会：地域産業振興に向けた取組策の研究と提言

◇情報化委員会：魅力ある情報発信の研究と実践

◇観 光 委 員 会：観光関連事業の実施・協力、関係団体との連携強化

■部会・委員会連携事業：会議所を広くＰＲするための地域イベントへの支援および積極的参加

《主な取組み》

（1）組織・財政基盤の強化

（2）提言・要望活動の推進

《主な取組み》

（1）中小企業相談所機能の強化

（2）経営発達支援事業の推進

変化への挑戦が未来を拓く変化への挑戦が未来を拓く変化への挑戦が未来を拓く
平成29年度  主要事業のポイントと予算

平成29年度スローガン

１．中小・小規模事業者の経営支援

２．部会・委員会活動の活発化

３．運営基盤の強化

３
つ
の
重
点
事
項

（3）公的融資制度のＰＲ・利用促進

（4）経営安定相談事業の強化

（3）関係機関との連携強化

（4）女性会、青年部活動支援

新年度の事業と予算を承認

第131回 通常議員総会を開催第131回 通常議員総会を開催

会
頭
挨
拶
の
概
要

　総
会
は
、
当
所
秋
山
会
頭
が

挨
拶
（
別
記
）。
続
い
て
、
小
川

春
樹
日
立
市
長
、
岡
部
光
雄
日

立
市
議
会
議
長
か
ら
の
挨
拶
の

後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　審
議
で
は
、
平
成
29
年
度
事

業
計
画（
案
）、
平
成
29
年
度
一

般
会
計
収
支
予
算（
案
）と
中
小

企
業
相
談
所
、
法
定
台
帳
関
係

費
、
特
定
退
職
金
共
済
、
退
職

給
与
積
立
金
の
４
つ
の
特
別
会

計
の
収
支
予
算
（
案
）、
平
成
29

年
度
借
入
限
度
額（
案
）決
定
の

件
を
順
次
審
議
し
原
案
通
り
承

認
し
ま
し
た
。
続
い
て
常
議
員

補
欠
選
任
の
件
に
つ
い
て
審
議

し
、
商
業
部
会
の
梶
早
苗
氏（
プ

レ
ビ
株
式
会
社
）
を
新
た
に
常

議
員
に
選
任
し
ま
し
た
。

　新
年
度
は
、「
変
化
へ
の
挑

戦
が
未
来
を
拓
く
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
経
営
支
援
、
部
会
・

委
員
会
活
動
の
活
発
化
、
運
営

基
盤
の
強
化
を
重
点
活
動
方
針

と
し
て
従
来
の
事
業
と
新
規
事

業
を
組
み
合
わ
せ
て
事
業
を
展

開
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
執

行
に
伴
う
予
算
は
、
６
億
４
千

７
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　桜
の
時
期
を
迎
え
華
や
い
で

ま
い
り
ま
し
た
。
景
気
の
動
向

に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
体
的
に

は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
と

見
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
方

で
は
、
個
人
消
費
や
設
備
投
資

の
停
滞
、
大
企
業
と
中
小
企
業

の
格
差
、
東
京
へ
の
一
極
集
中

化
と
い
っ
た
構
造
的
な
要
因
な

ど
か
ら
先
行
き
に
対
し
て
慎
重

な
見
方
も
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　当
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
問
題
を
は

じ
め
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な

ど
に
よ
る
競
争
が
激
化
し
、
企

業
の
生
産
活
動
を
続
け
る
う
え

で
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
主
要
企
業
の
統
合
再
編

の
効
果
が
目
に
見
え
る
形
と
な

り
、
早
期
に
こ
の
閉
塞
感
が
払

拭
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

　こ
う
し
た
な
か
、
平
成
29
年

度
は
、
会
員
事
業
所
の
経
営
安

定
と
持
続
的
発
展
へ
の
支
援
や
、

商
工
会
議
所
の
基
本
組
織
で
あ

り
ま
す
部
会
・
委
員
会
事
業
を

通
じ
ま
し
て
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　な
か
で
も
、
会
員
事
業
所
に

お
け
る
金
融
や
税
務
な
ど
経
営

の
基
礎
的
な
部
分
へ
の
支
援
は

も
と
よ
り
、
小
規
模
事
業
者
へ

の
伴
走
型
支
援
を
一
層
強
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
運
営
基
盤
の
強
化
に

向
け
ま
し
て
は
、
商
工
会
議
所

活
動
に
対
す
る
理
解
を
高
め
る

べ
く
、
さ
ら
な
る
組
織
強
化
を

図
り
ま
す
と
と
も
に
、
日
立
市

と
の
連
携
を
各
方
面
に
拡
大
、

強
化
し
、
要
望
活
動
や
意
見
交

換
を
活
発
に
行
い
、
社
会
基
盤

の
拡
充
に
加
え
人
材
雇
用
の
確

保
な
ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　経
済
、
社
会
と
も
に
激
し
く

変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う

し
た
変
化
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、

自
ら
行
動
し
経
営
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
推
し
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
今
ま
さ
に
必
要
で
は
な

い
か
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　多
く
の
課
題
を
抱
え
て
の
新

年
度
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

新年度の事業と予算を審議する役員・議員

変
化
へ
の
挑
戦
が

　
　未
来
を
拓
く

変
化
へ
の
挑
戦
が

　
　未
来
を
拓
く

　３月27日、当所で秋山会頭はじめ役員・議員97人
（内委任状出席者44人）が出席して、新年度の事業と
予算を決める通常議員総会を開催しました。
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647,200千円647,200千円647,200千円

平成29年度収支予算総括表 平成29年度収入総予算額 平成29年度支出総予算額

一般会計
199,000
31%

会費
73,700
11%

負担金
4,200
1%

事業収入
89,800
14%

中小企業
相談所

特別会計
82,700
13%法定台帳関係費

特別会計
5,500 1%

特定退職金共済
特別会計
360,000
55%

共済掛金・
給付金受入
351,000
54%

交付金
66,700
10%

雑収入
1,000
0%

繰入金
18,000
3%会館改修

積立金取崩
19,000
3%

繰越金
23,800
4%

事業費
46,330
7%

その他
1,920
0%

給与費・
福利厚生費
140,400
22%

旅費・
事務
渉外費
37,450
6%

公課分担金
9,800
2%

繰入金
33,000
5%

共済事業給付金
351,000
54%

会館管理・
情報運営費
27,300
4%

※単位：千円 ※単位：千円 ※単位：千円

《主な取組み》

◆商　業　部　会：地域イベント支援、若手経営者等育成支援事業の推進

◆工　業　部　会：関係機関との情報交流促進、若手人材の育成・確保支援

◆建 設 業 部 会：経営強化支援（セミナー、視察研修等）の実施、人材育成支援

◆金融財務業部会：地域企業への情報提供、部会員の情報交換・交流事業の推進

◆観光環衛業部会：賑わい創出事業の研究、関連機関との連携強化

◆交通運輸業部会：業界イメージアップの研究、インターンシップ事業の拡充

◆文化産業部会：部会員情報提供、交流事業（生活セミナー、視察研修）の充実

◇運 営 委 員 会：組織財政基盤強化に関する研究

◇会員サービス委員会：会員親睦と福利厚生向上支援、各種検定事業の推進

◇産業振興対策委員会：地域産業振興に向けた取組策の研究と提言

◇情報化委員会：魅力ある情報発信の研究と実践

◇観 光 委 員 会：観光関連事業の実施・協力、関係団体との連携強化

■部会・委員会連携事業：会議所を広くＰＲするための地域イベントへの支援および積極的参加

《主な取組み》

（1）組織・財政基盤の強化

（2）提言・要望活動の推進

《主な取組み》

（1）中小企業相談所機能の強化

（2）経営発達支援事業の推進

変化への挑戦が未来を拓く変化への挑戦が未来を拓く変化への挑戦が未来を拓く
平成29年度  主要事業のポイントと予算

平成29年度スローガン

１．中小・小規模事業者の経営支援

２．部会・委員会活動の活発化

３．運営基盤の強化

３
つ
の
重
点
事
項

（3）公的融資制度のＰＲ・利用促進

（4）経営安定相談事業の強化

（3）関係機関との連携強化

（4）女性会、青年部活動支援

新年度の事業と予算を承認

第131回 通常議員総会を開催第131回 通常議員総会を開催
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発
展
へ
の
支
援
や
、

商
工
会
議
所
の
基
本
組
織
で
あ

り
ま
す
部
会
・
委
員
会
事
業
を

通
じ
ま
し
て
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　な
か
で
も
、
会
員
事
業
所
に

お
け
る
金
融
や
税
務
な
ど
経
営

の
基
礎
的
な
部
分
へ
の
支
援
は

も
と
よ
り
、
小
規
模
事
業
者
へ

の
伴
走
型
支
援
を
一
層
強
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
運
営
基
盤
の
強
化
に

向
け
ま
し
て
は
、
商
工
会
議
所

活
動
に
対
す
る
理
解
を
高
め
る

べ
く
、
さ
ら
な
る
組
織
強
化
を

図
り
ま
す
と
と
も
に
、
日
立
市

と
の
連
携
を
各
方
面
に
拡
大
、

強
化
し
、
要
望
活
動
や
意
見
交

換
を
活
発
に
行
い
、
社
会
基
盤

の
拡
充
に
加
え
人
材
雇
用
の
確

保
な
ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　経
済
、
社
会
と
も
に
激
し
く

変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う

し
た
変
化
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、

自
ら
行
動
し
経
営
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
推
し
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
今
ま
さ
に
必
要
で
は
な

い
か
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　多
く
の
課
題
を
抱
え
て
の
新

年
度
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

新年度の事業と予算を審議する役員・議員

変
化
へ
の
挑
戦
が

　
　未
来
を
拓
く

変
化
へ
の
挑
戦
が

　
　未
来
を
拓
く

　３月27日、当所で秋山会頭はじめ役員・議員97人
（内委任状出席者44人）が出席して、新年度の事業と
予算を決める通常議員総会を開催しました。
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お宅の屋根は
大丈夫ですか？
※平成１６年以前に製造された屋根材（カラーベスト）には
　アスベストが含まれております。
　　　　（ご心配な方は当店にご相談ください！）

　３
月
17
日
、
18
日
建
設
業
部
会

で
は
、
先
進
工
法
に
よ
る
施
設
・

設
備
等
の
事
例
研
究
事
業
と
し
て
、

群
馬
県
吾
妻
郡
長
野
原
町
に
建
設

中
の
「
八
ッ
場
ダ
ム
」
建
設
現
場
を

見
学
し
ま
し
た
。

　八
ッ
場
ダ
ム
は
、
昭
和
42
年
に

実
施
計
画
調
査
が
開
始
、
昭
和
61

年
に
基
本
計
画
策
定
、
平
成
26
年

に
清
水
・
鉄
建
・
Ｉ
Ｈ
Ｉ
異
工
種
建

設
工
事
共
同
企
業
体
に
よ
り
請
負

契
約
が
締
結
さ
れ
、
平
成
31
年
度

の
完
成
予
定
を
目
指
し
て
建
設
中

で
す
。
こ
の
間
数
々
の
紆
余
曲
折

に
よ
り
当
初
完
成
予
定
か
ら
約
20

年
の
遅
れ
の
中
、
現
在
、
第
１
期

ダ
ム
本
体
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　建
設
現
場
事
務
所
に
到
着
後
、

会
議
室
で
副
所
長
の
米
山
様
か
ら
、

工
事
概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

お
話
で
は
、
総
事
業
費
５
，
３
２

０
億
円
、
総
貯
水
容
量
１
億
７
５

０
万
㎥
の
八
ッ
場
ダ
ム
は
、
利
根

川
水
系
で
は
３
番
目
、
全
国
で
は

13
番
目
の
大
き
さ
で
現
場
に
は
常

時
約
５
０
０
名
、
ピ
ー
ク
時
に
は

約
８
０
０
名
が
昼
夜
を
問
わ
ず
作

業
に
あ
た
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
特
徴
的
で
あ
っ
た
の
は
、

ダ
ム
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
①
洪

水
調
節
②
生
活
及
び
工
業
用
水
の

供
給
③
発
電
の
他
に
、
観
光
拠
点

と
し
て
の
開
発
が
付
加
さ
れ
た
た

め
、
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
進
め

ら
れ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
説

明
の
後
、
大
型
バ
ス
で
、
現
場
を

南
北
の
両
側
か
ら
挟
む
よ
う
に
見

学
を
し
ま
し
た
。
現
場
内
に
は
、

採
掘
し
た
石
材
等
を
原
料
に
し
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
自
己
プ
ラ
ン
ト
、

７
２
０
ト
ン
大
型
ク
レ
ー
ン
な
ど

が
配
置
さ
れ
、
ま
た
、
数
キ
ロ
離

れ
た
採
掘
現
場
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー

ト
材
料
を
搬
送
す
る
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
、
40
ト
ン
６
輪
駆
動
ダ
ン
プ

に
よ
る
砕
石
運
搬
な
ど
大
規
模
な

現
場
な
ら
で
は
の
様
子
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
ダ
ム
周
辺
に
は
、
水

没
す
る
温
泉
の
代
替
え
と
し
て
建

築
さ
れ
た
川
原
湯
温
泉
旅
館
や
地

元
住
民
の
住
宅
、
ま
た
農
地
付
別

荘
な
ど
が
既
に
分
譲
さ
れ
、
全
国

各
地
か
ら
の
利
用
者
が
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　現
場
で
は
、
約
３
時
間
の
研
修

で
し
た
が
、
前
回
（
平
成
25
年
）
当

時
と
大
き
く
変
貌
し
た
現
場
の
様

子
に
驚
嘆
の
声
が
出
る
ほ
ど
で
し

た
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、

「
八
ッ
場
ダ
ム
」
は
利
根
川
水
系
ダ

ム
と
い
う
事
か
ら
、
茨
城
県
の
財

政
か
ら
も
３
１
１
億
円
が
拠
出
さ

れ
る
予
定
（
既
支
出
額
２
４
１
億

円
）で
あ
り
、
茨
城
県
民
と
し
て
も

大
い
に
興
味
を
持
っ
て
完
成
を
待

ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の

見
学
会
は
、
特
に
会
員
企
業
の
若

手
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
刺
激

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
も
新

し
い
工
法
研
修
や
感
性
を
養
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
様
々
な
現
場

や
先
進
地
へ
の
視
察
を
企
画
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
部

会
員
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

3月1日 確定申告無料相談 ～15日　
3月1日 会員サービス委員会
3月2日 産業振興対策委員会
3月3日 工業部会ひたちものづくり協議会視察研修
3月5日 商業部会ひたち立商塾先進商業施設視察
3月7日 正副会頭会議
 ベストセレクションひたち認定証授与式
3月10日 法律無料相談
3月15日 正副会頭と部会長・委員長会議
 常議員会
3月17日 建設業部会視察研修 ～18日　
3月21日 日立市職業探検少年団懇談会
3月23日 日立さくらまつり花見茶屋出店申込者説明会
3月24日 監事会
3月27日 第131回通常議員総会
 観光環衛業部会議員協議会
3月28日 建設業部会安全講習会
3月30日 日立さくらまつりボランティアガイド説明会

日本商工会議所の動き
「東日本大震災からの着実な復興・創生に向けた要望」

三村会頭「今村大臣のリーダーシップで実現を」

左から高橋代表、鎌田会長、三村会頭、今村大臣

日立商工会議所の動き3月3月3月

株式会社ロックスピリッツ

　　　　　　　（ボルダリングジム）　 森山町5－10－19

エスワーク（エクステリア工事業）　　 東大沼町4－29－20

髙木総業株式会社（とび・土工工事業）　助川町1－8－６

ロータスヨガスペース（ヨガ教室）　　 大みか町4－22－2

新入会員紹介新入会員紹介

　日本商工会議所の三村明夫会頭は３月６日、東北六県商工会議所連合会の鎌
田宏会長（仙台・会頭）、東日本大震災沿岸部被災地区商工会議所連絡会の高橋隆
助代表（原町・会頭）らと共に、復興庁に今村雅弘復興大臣を訪ねた。
　三村会頭は、日商が取りまとめた要望書「東日本大震災からの着実な復興・創
生に向けた要望‐民間活力を喚起する継続的な取り組みを」を提出し、被災事業
者の販路確保・開拓に向けた強力な支援などを要望。「今村大臣のリーダーシッ
プでぜひ実現してほしい」と要望内容の実現を強く求めた。
　今村大臣は、「インフラや市街地を整備しても働ける場がなければ住民は戻っ
てくることができない。その意味では、産業の再生は重要な課題」と被災地の復
興に向け取り組んでいく考えを表明。観光については、インバウンドだけでな
く、日本人観光客の誘致の必要性も強調。東北の歴史、文化、自然などを掘り起こ
してアピールしていく方針を示した。

　今回、県内最高齢で珠算１級合格を果たした吉田徒志子さん（70歳）。県内で246人が
受験し、成人の合格者は吉田さんだけです。
　お友達が「悠々そろばん学習会」（当所主催のシニア向けそろばん学習会）で“脳トレ”
をやっている話を聞き、誘われたのがきっかけで、平成21年から毎年参加しています。珠
算の経験はなく、学習会で初めてそろばんに触ったそうです。「先生方が丁寧に教えてく
れ、知らないことをどんどん吸収できて楽しい」と吉田さんは言います。
　1級の挑戦は13回目。「3級・2級と順調に合格してきたので、１級でこんなに苦労する
とは思わなかった。今回も合格できる自信はなかった」とか。
　そろばんをやっていて、いつも心がけていることは「一生懸命努力する」こと。今後は
電卓にも挑戦したい！と意気込んでました。

　３月15日、当所で常議員会を開催しました。協議に先立ち

第209回珠算能力検定試験で県内最高齢で１級合格を果た

した吉田徒志子さんを表彰しました。（関連記事別記掲載）

　協議では２月の新入会員（別記）を承認。続いて３月27日

開催の第131回通常議員総会（関連記事②③面掲載）に付議

する平成29年度事業計画（案）、一般会計と特別会計（中小企

業相談所、法定台帳関係費、特定退職金共済、退職給与積立

金）収支予算（案）、平成29年度借入限度額（案）の件及び常議

員補欠選任の件を協議し、すべて承認しました。

　次に当所経営安定特別相談室で企業の倒産を未然に防ぐ

方策についてアドバイスを行なう商工調停士の委嘱につい

ても承認しました。

　報告事項では、鈴木専務理事から議員の職を行う者の変

更について、商業部会前島副部会長からひたち立商塾先進

商業施設視察について、工業部会宮本部会長からひたちも

のづくり協議会視察についてそれぞれ説明がありました。

通常議員総会に付議すべき事項を承認

第209回珠算能力検定試験県内最高齢1級合格　吉田徒志子さん第209回珠算能力検定試験県内最高齢1級合格　吉田徒志子さん

3月の常議員会3月の常議員会

【
建
設
業
部
会
】

「
群
馬
県
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
現
場
見
学
会
」

「
群
馬
県
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
現
場
見
学
会
」

建
設
業
部
会
長

　松

　山

　恒

　男

（
多
賀
土
木
株
式
会
社

　代
表
取
締
役
会
長
）

視
察
研
修
報
告
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の
研
修

で
し
た
が
、
前
回
（
平
成
25
年
）
当

時
と
大
き
く
変
貌
し
た
現
場
の
様

子
に
驚
嘆
の
声
が
出
る
ほ
ど
で
し

た
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、

「
八
ッ
場
ダ
ム
」
は
利
根
川
水
系
ダ

ム
と
い
う
事
か
ら
、
茨
城
県
の
財

政
か
ら
も
３
１
１
億
円
が
拠
出
さ

れ
る
予
定
（
既
支
出
額
２
４
１
億

円
）で
あ
り
、
茨
城
県
民
と
し
て
も

大
い
に
興
味
を
持
っ
て
完
成
を
待

ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の

見
学
会
は
、
特
に
会
員
企
業
の
若

手
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
刺
激

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
も
新

し
い
工
法
研
修
や
感
性
を
養
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
様
々
な
現
場

や
先
進
地
へ
の
視
察
を
企
画
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
部

会
員
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

3月1日 確定申告無料相談 ～15日　
3月1日 会員サービス委員会
3月2日 産業振興対策委員会
3月3日 工業部会ひたちものづくり協議会視察研修
3月5日 商業部会ひたち立商塾先進商業施設視察
3月7日 正副会頭会議
 ベストセレクションひたち認定証授与式
3月10日 法律無料相談
3月15日 正副会頭と部会長・委員長会議
 常議員会
3月17日 建設業部会視察研修 ～18日　
3月21日 日立市職業探検少年団懇談会
3月23日 日立さくらまつり花見茶屋出店申込者説明会
3月24日 監事会
3月27日 第131回通常議員総会
 観光環衛業部会議員協議会
3月28日 建設業部会安全講習会
3月30日 日立さくらまつりボランティアガイド説明会

日本商工会議所の動き
「東日本大震災からの着実な復興・創生に向けた要望」

三村会頭「今村大臣のリーダーシップで実現を」

左から高橋代表、鎌田会長、三村会頭、今村大臣

日立商工会議所の動き3月3月3月

株式会社ロックスピリッツ

　　　　　　　（ボルダリングジム）　 森山町5－10－19

エスワーク（エクステリア工事業）　　 東大沼町4－29－20

髙木総業株式会社（とび・土工工事業）　助川町1－8－６

ロータスヨガスペース（ヨガ教室）　　 大みか町4－22－2

新入会員紹介新入会員紹介

　日本商工会議所の三村明夫会頭は３月６日、東北六県商工会議所連合会の鎌
田宏会長（仙台・会頭）、東日本大震災沿岸部被災地区商工会議所連絡会の高橋隆
助代表（原町・会頭）らと共に、復興庁に今村雅弘復興大臣を訪ねた。
　三村会頭は、日商が取りまとめた要望書「東日本大震災からの着実な復興・創
生に向けた要望‐民間活力を喚起する継続的な取り組みを」を提出し、被災事業
者の販路確保・開拓に向けた強力な支援などを要望。「今村大臣のリーダーシッ
プでぜひ実現してほしい」と要望内容の実現を強く求めた。
　今村大臣は、「インフラや市街地を整備しても働ける場がなければ住民は戻っ
てくることができない。その意味では、産業の再生は重要な課題」と被災地の復
興に向け取り組んでいく考えを表明。観光については、インバウンドだけでな
く、日本人観光客の誘致の必要性も強調。東北の歴史、文化、自然などを掘り起こ
してアピールしていく方針を示した。

　今回、県内最高齢で珠算１級合格を果たした吉田徒志子さん（70歳）。県内で246人が
受験し、成人の合格者は吉田さんだけです。
　お友達が「悠々そろばん学習会」（当所主催のシニア向けそろばん学習会）で“脳トレ”
をやっている話を聞き、誘われたのがきっかけで、平成21年から毎年参加しています。珠
算の経験はなく、学習会で初めてそろばんに触ったそうです。「先生方が丁寧に教えてく
れ、知らないことをどんどん吸収できて楽しい」と吉田さんは言います。
　1級の挑戦は13回目。「3級・2級と順調に合格してきたので、１級でこんなに苦労する
とは思わなかった。今回も合格できる自信はなかった」とか。
　そろばんをやっていて、いつも心がけていることは「一生懸命努力する」こと。今後は
電卓にも挑戦したい！と意気込んでました。

　３月15日、当所で常議員会を開催しました。協議に先立ち

第209回珠算能力検定試験で県内最高齢で１級合格を果た

した吉田徒志子さんを表彰しました。（関連記事別記掲載）

　協議では２月の新入会員（別記）を承認。続いて３月27日

開催の第131回通常議員総会（関連記事②③面掲載）に付議

する平成29年度事業計画（案）、一般会計と特別会計（中小企

業相談所、法定台帳関係費、特定退職金共済、退職給与積立

金）収支予算（案）、平成29年度借入限度額（案）の件及び常議

員補欠選任の件を協議し、すべて承認しました。

　次に当所経営安定特別相談室で企業の倒産を未然に防ぐ

方策についてアドバイスを行なう商工調停士の委嘱につい

ても承認しました。

　報告事項では、鈴木専務理事から議員の職を行う者の変

更について、商業部会前島副部会長からひたち立商塾先進

商業施設視察について、工業部会宮本部会長からひたちも

のづくり協議会視察についてそれぞれ説明がありました。

通常議員総会に付議すべき事項を承認

第209回珠算能力検定試験県内最高齢1級合格　吉田徒志子さん第209回珠算能力検定試験県内最高齢1級合格　吉田徒志子さん

3月の常議員会3月の常議員会

【
建
設
業
部
会
】

「
群
馬
県
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
現
場
見
学
会
」

「
群
馬
県
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
現
場
見
学
会
」

建
設
業
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長
）
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告
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自治・振興金融融資制度自治・振興金融融資制度
【自治金融】
○限　度　額　1,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。 
○担　　　保　原則不要
　利率1.06％（平成29年4月3日現在）
【振興金融】
○限　度　額　2,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　担保必要に応じて徴求
　利率1.16％（平成29年4月3日現在）
※どちらも年利1.0％の利子補給が受けられます。お申込み・
　お問合せはお近くの金融機関または当所経営支援課まで

　事業経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を打つ」ことが重要なポイントです。受注・販
売不振、手形の決済などで事業経営の先行きに不安が生じたらできるだけお早めに『経営安定特
別相談室』にご相談ください。

○経営安定特別相談室とは…
　経営不振に陥った事業所から相談を受け、再建
の見込みがある企業については関係機関との協
力により再建の方策を講じるなど倒産を未然に
防止することを目的に設置されているのが「経営
安定特別相談室」です。相談室では商工調停士等
の専門家が相談に応じます。

○商工調停士とは…
　中小企業の倒産に関わる諸問題について解決
に向けての相談・アドバイスを行ないます。商工
調停士は、当所会頭から委嘱されています。

○お申込みにあたって…
　経営不振に陥った経緯などをお聞かせいただ
くとともに相談アドバイスに必要な資料の提出
をお願いしています。

相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。

困った時には早めの相談！

相 談 の 手 順

相 談 申 込

相談内容の検討

・経営、財務内容の把握と分析

・倒産防止の方策の検討

調 停
債権者等関係者
への協力要請

・金融斡旋

・手形処理指導

・事業転換指導

・円滑な整理方法の検討

・法的手続き等の指導、助言

経営 安 定特別相談室

小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）
【マル経制度】
○限　度　額　2,000万円
　　　　　　　※1,500万円超は事業計画書添付
○期　　　間　運転7年　設備10年
○保証・担保　原則不要
　利率1.16％（平成29年4月3日現在）

【マル経をご利用頂ける方】
○日立市内で1年以上継続して同一事業を営んでおり、税
務申告をしている方

○当所の経営指導を原則として6ヶ月以上受けている方
○従業員20名以下（商業・サービス業は５人以下）の小規
模事業者の方

○所得税（法人税）、事業税、住民税を完納している方

　当所では、小規模事業者を対象に日計表のつけ方や従業員の源泉徴収の方法、などのお手伝
いをしています。
　この事業は、担当者が事業所の都合に合わせて面談し、経営者（またはご家族）が記帳や経
理について理解し、ご自身で記帳が出来るように行っているものです。
【申し込み対象】
●従業員数が20名以下（卸・小売・サービス業は５人以下）の個人事業所
●税理士の関与を受けていない事業所

記帳指導を希望する事業所を募集します記帳指導を希望する事業所を募集します記帳指導を希望する事業所を募集します 期間は原則3年間

 ■ ■ ■  問合せ　経営支援課  ■ ■ ■ 

※年利1.10％の利子補給が受けられます。
　お申込み・お問合せは当所経営支援課まで


